
別添４ 
 

 
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

 
分担研究報告書 

 
難治性血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ管奇形（リンパ管腫）・リンパ管腫症 

および関連疾患についての調査研究 
 

分担課題 血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ管奇形・リンパ管腫症診療ガイドライン2022 
の改訂・英文化・普及・啓発 

 
石川 耕資 国立大学法人北海道大学 大学院医学研究院 形成外科学教室 助教 

 
 

研究要旨 
 本研究は血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ管奇形（リン
パ管腫）・リンパ管腫症および関連疾患について、最新のエビ
デンスに基づいて診療ガイドラインの策定することで、患者、
患者家族、医療従事者ならびに一般市民への情報提供に貢献す
ることを目指している。令和6年度は、「血管腫・脈管奇形・血
管奇形・リンパ管奇形・リンパ管腫症診療ガイドライン2022」
（第3版）の改訂・英文化・普及・啓発を行った。 
 
 
 

Ａ．研究目的 
 本研究は血管腫・血管奇形・リンパ管
奇形・リンパ管腫症およびその関連疾患
を対象とし、指定難病、小児慢性特定疾
病と照合しつつ、対象を広く医学会、社
会・国民に普及・啓発につとめるもので
ある。 
 本研究班の前身である難治性血管腫・
血管奇形についての調査研究班（平成21
-23年度佐々木班）において、「血管腫・
血管奇形診療ガイドライン2013」が策定・
公表された。続いて、平成26-28年度の本
研究班（三村班）において、「血管腫・
血管奇形・リンパ管奇形診療ガイドライ
ン2017」（第2版）が策定・公表され、令
和2年3月には、その英訳である「Japane
se Clinical Practice Guidelines for 
Vascular Anomalies 2017」が、Journal
 of Dermatology、Pediatrics Internat
ional、Japanese Journal of Radiology
の3誌に掲載され世界に発信された。 
 本研究班では、令和2年度から診療ガイ
ドラインの改訂作業を進め、令和5年3月
24日に「血管腫・脈管奇形・血管奇形・
リンパ管奇形・リンパ管腫症診療ガイド
ライン2022」（第3版）を発行した。令和
6年度は、その改訂・英文化・普及・啓発
を目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 「血管腫・脈管奇形・血管奇形・リン
パ管奇形・リンパ管腫症診療ガイドライ
ン2022」（第3版）の改訂・英文化を行い、
市民公開講座において、その普及・啓発
を行う。 
 

（倫理面への配慮） 
該当なし 
 
Ｃ．研究結果 
 令和6年9月6日、東京で開催された一般
社団法人日本医学会連合第2回診療ガイ
ドライン統括委員長会議に出席し、診療
ガイドライン作成における利益相反管理、
迅速な更新の取組み等に関して知見を得
た。その知見を反映して、利用者の利便性
の向上を目指し、PDF目次機能・ページ内
ハイパーリンクを追加した「血管腫・脈管
奇形・血管奇形・リンパ管奇形・リンパ管
腫症診療ガイドライン2022」（第3.1版）
を令和6年9月24日に発行した。 
 英文翻訳会社が英訳した「血管腫・脈管
奇形・血管奇形・リンパ管奇形・リンパ管
腫症診療ガイドライン2022」（第3版）に
引用文献を挿入し、医学用語・略語・記号
の校正を行い、略語一覧を作成した。 
 令和7年3月2日、本研究班主催オンライ
ン市民公開講座において、「リンパ浮腫・
慢性創傷に対する低酸素応答システム活
性化薬剤による薬物療法の開発：動物実
験からの考察」と題した発表を行った。 
 
Ｄ．考察 
 日本医学会連合第2回診療ガイドライ
ン統括委員長会議において、今後の診療
ガイドライン改訂における利益相反管理、
迅速な更新の取組み等に関して知見を得
た。 
 本研究班主催のオンライン市民公開講
座において、本疾患に罹患する患者や家
族、医療従事者に対してわかりやすい情
報提供を行うことができたと考えられる。 



Ｅ．結論 
 「血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ
管奇形・リンパ管腫症診療ガイドライン2
022」（第3版）の改訂・英文化・普及・啓
発を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
該当なし 
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